
レールとゆ

して有 在し，また軌条の切断i去に至っては斜継目以上に絞雑困

難をきわめているために，今日ではまったく係肝l されていな L 、。

7 溶接継目

溶接した継目。軌条の継目部をフラッシュパット，プfス，テ

ノレミット .m弧等によって溶接し，軌道の弱点をなくし継目部

の保守政を減少し，かっき長心地をよくするためにこの方法が用

いられる。溶接継目を採用した長大レーノレは， 従来は市街地軌

道のように軌条を埋込んだもので.llü\.皮変化による軌条のや11絡

に対し抵抗大で，かつ軌条の張出しも指Iì装により防止されるよ

うな場合とか，地下鉄・隠道内等のように粗皮変化少なく，軌

条の伸縮の少ないところに主として使用されているが， 新軌道

理論の発展と溶接技術の進歩により ， 逐次一般軌道におし、ても

普及するすう勢にある。

鉄，炭素，マンガン， γ リコソ等であり，また混入しては困る

ものとして硫黄(~、おう) . 出時(りん).ガス，鉱倖(こうさ し、)等

がある。この中でもっとも重嬰なものは炭素であり，その量が

ますにつれてレー ノレの引渡り強さは噌大しまたかたさも桶して

くる。しかし，炭素量があまり多くなるともろくなる欠点を生

ずる。現在レ ー ノレ鋼は平炉によって製造されているが， 平炉で

はある程度まで炭諜i置を自由に制御できるので，所要の強さ ・

かたさのレーノレを得られるよう炭素量を定めている。現在使用

しているレ ーノレの国鉄規格はつぎのようなものである。

8 異形継目

|祈聞の異なるiI'止条を接続する特殊の継目をし、う。 |析聞のw.な

る軌条を述抜するときは， その中間に中継軌条を用 L 、る場合と，

この奥形継目板を使用するブ'5ì.去とがあるが，強度および保守の

点からみても ， できるだけ中継軌条を使用すべきである。(山本

治)

レ ーノレの化学成分(表の 1 ) 

% 

レールとゆ レール塗油 (英) lubrication of rail レール ているが. 30 kg ・ 37kg レーノレでは引孫り強さ 70kg/mm'. 伸

頭部の側面摩耗および車輸のフランジの摩耗を減少させること び 9% 以上. 50kg レ ー ノレでは引張り政さ 75kg/mm' 以上，仰

が主目的であり，同時に111両の走行抵抗を減じさらに車両の 118 び 8%以上と定めている。

線における脱線事故防止にも効果がある。過去の笑献によると 2 ?ンガン鏑レール (manganese rail) 鏑においてはマ

曲線の外軌に齢l してレ ーノレ，フラ ンジの摩蹴を士稜度に ンガγ含有査が消すと，靭性および耐摩耗性がます特性がある。
i威ずることができた例がある。使用される i由としては，シリン この性質を利用したものがマ γガン鋼レールで，これには高マ

ダれ!1. 黒鉛，グリース等を季節的気視の変化に応じて適当な粘 γガン鋼レ ーノレ (high manganese rai l ) と 中マンガン鋼レール

着性を与えるようその配合を変えている。塗被lの方法には，筒 (medium manganese rail) とがある。これはマンガンの含有

単な探具を用L、て人力で行う方法と，塗i出総を使う方法とがあ 量により鋼の性質が異なってくるので，おのおのの特色を利用

る。国鉄では急曲線の外側レーノレ内側聞に前者の方法を月j ， 、で したものである。高マソガソ鋼レ ー ノレのマンガ γ含有量は 11-

塗泊している。 f走者には車体にとりつけるものと，敷設レーノレ 14 %程度である。この鋼の特長は水靭処理を施すとオーステナ

にとりつけるものと 2 種類あり，簡単にむらなく一様に塗れ労 イト組織ができ，かたさはブリ不ノレかたさで約 200 くらいであ

力が少なくてすむ利点があり，私欽ー等で用いている。なお塗irn るにもかかわらず，工具鋼での切削が困難である欠点がある。

はとくに摩耗のはなはだしい曲線部だけでは十分ではなく ，列 炭素鋼レ ーんと高マンガン鋼レ ーノレの耐摩耗性を比較すると，

車の出発および停止制抵ljに支障のある箇所， または急勾配区間 マンガン鋼レ ー ノレは炭素鋼レーノレより約 6 倍程度の寿命の延イ中

等を |徐き ， 直線部を含めた全区間に行うことによってその目的 が認められる。これは高マンガγ鋼の加工硬化という性質によ

は完全に果たされる。(山本 浩) るものである。中マンガン鋼レ ーノレは欧州諸国て寸土盛んに使用

レールのざいしつ レールの材質 レ ー ノレは重い荷重をうけ されている。従来わが国て‘は製作されなかったが， 近時国鉄に

てそれを下部併進に伝えるものであるから，この目的に沿うよ おいてもその使用を考え， 現場敷設試験を行っている。現在わ

うに極々の性質が要求される。すなわち組織が均一て‘かたく耐 が国で使用しているものの化学成分は C が 0.45-0.55 % . Si が

摩耗性があるとともに， 非常に強靭 レール化学成分(表の 2 ) 

(じん)性があること。また大量に使

ffjするもので為るから安官lIiなものが

要求される。これらの諸性質を満足

するものとして，従来炭素鋼が広〈

使用されてきた。 しかしながら運輸

数設の場大に伴ないレールの耐摩耗

性の必要がまし，このため樋々の合

金銅が考案された。すなわちマンガ

ソ鋼レ ー ル， メディアムマ γガン鋼

レ ーノレ， クローム鋼レ ー ノレ ， ニ ッケ

ノレ鋼レ ー ノレ， シリコン鋼レー ノレ等で

ある。

1 炭素鋼レール もっとも一般

的に使用されているもので，普通に

ν ー んと呼ばれているものである。

極

殊特 路面電車用

HT レーノレ
レ

74kg レーノレ

Jレ エレベ ー タ j刊

7161-801b. 

メ 81-90 lbs 
タト

リ 91- 120 lbs 

国 カ 120 lbs 以上

レイ 50 lbs 以下

ギ 50 lbs 以上
中マンガγν

ノレ リ ー ル50l b. 以下

中マ γ ガンレ
ス -Jレ 501bs 以上

C 

0.60-0.80 

0.40-0.75 

0.45-0.60 

0.15-0.25 

0.55-0.68 

0.64-0.77 

0.67-0.80 

0.69-0.82 

0.50-0.63 

0.55-0.68 

0.45-0.55 

0.50-0.60 

レーノレの成分として所裂のものは K: キノレ ド鍋 SK: セミキルド鍋

一一一 1802一一

Si Mn P 

0.40 以下 0.60-0.95 0.045 以下

0.25 以下 0.60-0.95 0.050 以下

0.20 以下 0.40-0.90 0.060 以下

0.10 以下 0.60 以下 0.060 以下

0.10-0.23 0.60-0.90 0.04 以下

0.10-0.23 0.60-0.90 0.04 以下

0.10-0.23 0.70-1.00 0. 04 以下

0.10-0.23 0.70-1 ∞ 0.04 以下

0.10-0.30 0.70-0.90 0.07 以下

0.10-0.30 0.90-1.20 0.07 以下

s 

0.050 以下 SK 

0.060 以下 SK 

0.060 以下 SK 

0. 060 以下 SK 

(0.045 以下) K 

(0.045 以下) K 

(0.04.5以下) K 

(0.045 以下) K 

0.07 以下 K 

0. 07 以下 K 




